
北海道高等学校文化連盟国際交流専門部英語ディベート学習会開催要領 

 

１ 目 的：  全道英語ディベート大会の実施にあわせた競技人口の拡大を目指し、教員及び生徒向けに 

準備や学習法について研修の機会を持つ。 

 

２ 主 催：   北海道高等学校文化連盟 

 

３ 主 管：  北海道高等学校文化連盟国際交流専門部 

 

４ 当番校：   北海道札幌国際情報高等学校 

                  〒001-0930 札幌市北区新川 717-1    ℡011-765-2021  FAX 011-765-2022  

 

５ 日 時：  平成２８年６月１８日（土） ９：５０～１６：１５（受付９：３０～） 

                       

６ 場 所：  北海道札幌国際情報高等学校 

                  〒001-0930 札幌市北区新川 717 番 1    ℡011-765-2021  

          

７ 論 題：  The Japanese government should adopt a social security system that provides a basic  

income to all Japanese citizens.  

                「日本政府は、日本のすべての市民に、ベーシック・インカムを給付する社会保障制度を実 

施すべきである。是か非か」 

 

８ 講 師：  (1) 木村純一郎（札幌国際情報高等学校教諭・全国高校英語ディベート連盟 HEnDA 北海道理事） 

 

９ 参加者：  (1) 全道英語ディベート大会への参加希望生徒と引率教員 

                (2) 英語ディベートに興味・関心をもつ教員及び生徒 

          ※但し、生徒が参加する時には必ず教員が引率して下さい。生徒のみの参加はできません。 

 

10 内 容：  論題やディベートの試合についての理解を深めた後、グループに分かれてメリット・デメ 

リット、及びそれに対するアタック及びディフェンスを考え、最後に英語で発表する。 

 

11 時 程：   9:30～       受 付 

         9:50～       開会式 

         10:05～12:30   ディベートの試合に関する講演 

        12:30～13:15  昼  食 

        13:15～15:00   グループディスカッション＆リサーチ 

              15:00～16:00   発 表 

16:00～16:15   閉会式 

※ 時程は変更される可能性があります。 

 

12  参加費：  無料（生徒・教員とも）  

 

13  申込み：  参加申込書に必要事項を記入し、6 月 10 日（金）までに札幌国際情報高校に FAX または

メールで提出して下さい。また、不明な点は札幌国際情報高校木村純一郎

(kimura-j@mail.sit.ed.jp)までお問い合わせ下さい。 

 

14 その他：  (1) 今後の英語ディベート普及のために、多くの先生方・生徒の皆さんの参加を奨励していま 

す。ふるってご参加下さい。 

       (2) 事前の準備は特に必要ありません。学習会で論題についての知識と理解を深めます。 

       (3) ディベートへの取り組ませ方がわからないという先生方の学習会でもあります。 

       (4) 昼食は持参して下さい。上履きは必要ありません。 

              (5) 講師および時程は変更されることがあります。 

       (6) 駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください。 


